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UNTITLED NO.59

　26回目となる、社会福祉法人経
営青年会全国大会。新型コロナウ

イルス感染症5類移行後初開催と
なったことが影響したのか、申込

みが大会初めての早期満了とな

り、当初の定員から拡  大した結
果、運営スタッフ含めた400名近
い参加者が広島の地に集まりまし

た。

　開会式後は全国経営青年会の会

長村木氏による「全国青年会のい

ま、これからめざすもの」と題し

た基調講演。我々社会福祉法人が

VUCAの時代を生き残っていくた
めに、社会から必要とされる意味

を今一度考え、存在意義をどのよ

うに明示していくのか。社会福祉

法人だけで取り組むのではなく、

タテとヨコの繋がり、他の領域の

事業者と繋がり発展させていく共

生、協働(Co-Creation)が必要であ
るとのメッセージを会場に投げか

け、新時代を切り開く当事者とし

て、青年会と共に新しい福祉を創

っていこうという力強い言葉で締

めくくられました。

　厚生労働省社会・援護局福祉基

盤課長田中氏による行政報告「地

域共生社会の推進と社会福祉法人

をめぐる諸課題」、休憩をはさみ

プロ野球解説者の達川光男氏が登

壇。広島東洋カープ現役時代のエ

ピソード、監督時代のエピソード

を交えた軽快な語り口で参加者を

惹きつけていました。

　1日目最後の講演は、「商工農福
連携による地域共生社会の実現に

向けて」という演目で株式会社八

天堂ファーム代表取締役林氏、社

会福祉法人宗越福祉会伊藤氏が登

壇。県立広島大学大学院にて出会

った縁で連携に取り組んでいる商

工農福事業についての事例紹介

でした。農業分野と福祉分野の課

題解決とそのサスティナビリティ

を高めるために、福祉分野(生活困
窮者等の就労支援)を社会福祉法人
が、商業分野(農地運営、卸・小売
販売手配)と工業分野(商品製造)を
八天堂ファームが担うという、企

業と社社会福祉法人連携の新しい

可能性を示唆する内容でした。開

発されたシャインマスカットを使

用したクリームパンが参加者に振

舞われ、商品としてのクオリティ

の高さにも感銘を受けました。

　大会1日目終了後には同会場内
で懇親会が開かれ、全国各地から

の参加者、講演者が交流。会場内

には大会二日目の登壇者、オタフ

クホールディングス株式会社の

佐々木氏率いるオタフクによるお

好み焼き屋台にが登場。本場の味

に舌鼓を打ち、尽きない会話と共

に和やかな時間を過ごしました。

　大会2日目、わが神奈川青年会
の井田会長が第一分科会に登壇。

従業員の健康を経営、投資（成

長）の視点で捉え、戦略的に実践

する健康経営について、社会福祉

法人での取り組み事例を交えなが

ら、業務効率化を考えた健康基盤

の安定化・強化について他登壇者

と共に意見を交換しました。



際の年収提示例（中間管理職・一

般職）の説明があり、山室監事か

らは自分達が大切にしている「生

きがい」を表彰する「生きがいイ

ネ！一燈賞」や「生きがいマイス

ター賞」の説明があり、大変、参

考になりました。

　上記以外にも多くの考え方・手

法を学ぶことができ、改めて社会

福祉法人として、地域福祉の維

持・向上に鋭意努力しなくてはな

らないことを再確認することがで

きた、とても素晴らしい研修でし

た。

　最後に講師を引き受けてくださ

った、金澤副会長と山室監事に心

から感謝申し上げます。本当にあ

りがとうございました。

　　　　　　研修委員　押谷英則

メリットは大きく、離職防止や人

材育成、そしてケアマネ等の試験

に合格した際にポストも与えるこ

とができ、本人や法人の成長にも

繋がる。」と仰っていました。

　一方、山室監事からは「社福だ

けの運営だと上手くいかないこと

があり、今のパワーバランスで言

うと、高齢介護や障害福祉の事業

をより展開するよりも、農業・雇

用・保育・スポーツなど、周辺事

業（地域活性領域）に力を入れた

方が私たちの強みが出るのではと

考えている。」と仰っていまし

た。

　職員の採用や定着については、

金澤副会長からは離職防止のため

に全職員に行っているアンケー

ト、常勤が年2回、非常勤が年1回
実施する面談、看護師を採用する

UNTITLED NO.592

　令和5年11月27日（月）・28日
（火）に、私たち経営青年会の金

澤副会長と山室監事をお招きし

て、『地域ニーズを把握した事業

展開と人材採用の現状とこれか

ら』をテーマとした、宿泊研修を

開催しました。

　金澤副会長が副理事長を務める

社会福祉法人敬寿会は、山形県・

宮城県・埼玉県・東京都・神奈川

県で介護事業を中心に事業を展開

され、山室監事が理事長を務める

社会福祉法人一燈会は、一燈会グ

ループとして、医療法人、株式会

社、協同組合も運営されており、

それぞれ、法人規模や事業展開に

魅力を感じました。

　事業展開する目的や効果とし

て、金澤副会長からは「法人が大

きくなることで得られるスケール

﻿神奈川県社会福祉法人
経営青年会宿泊研修

R5.11.27-28　箱根　水明荘

　「日本的経営2.0コーポレートガ
バナンスとファミリーガバナン

ス」という演題で、前夜の懇親会

で出来立てお好み焼きを手渡して

いた佐々木氏が登壇。氏は、創業

者一族による承継が続く「日本的

経営」が、100年、200年と続く独
自性と優位性があると確信。企業

は一族のものではなく、従業員と

消費者(社会)のものであるとの考
えを共有しファミリーガバナンス

を定め、それをコーポレートガバ

ナンスとしても反映させるまでの

過程等、ファミリービジネスも多

い我々の業界にも通じており、深

い関心を集めていました。

　次期大会開催、兵庫青年会の熱

い挨拶で再会を約束し、2日間の
大会は幕を閉じました。

　　　　総務広報委員　大滝愛子
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　令和6年2月15日、横浜駅近のエ
キニア4階ミーティングルームに
おいて、令和5年度第2回神奈川県
社会福祉法人経営青年会総会が開

催されました。井田会長の挨拶よ

り開会、会員総数96名、総会出席
者数31名、委任状42名、合計73票
となり過半数を満たし、会が成立

することが確認されました。令和

5年度収支補正予算（案）、令和6
年度事業計画（案）、令和6年度収
支予算（案）について審議され、

質疑等も無く採択され承認されま

した。

　また、本年度に入会された9名
のうち、6名の新入会員に参加、
それぞれの方に一言の挨拶をいた

だきました。早速、委員会に入ら

れた方もいらっしゃり、今後の青

年会活動では活躍を期待される声

もあがっていました。

 
≪研修会≫ 
「我がまま経営　一人一人が主役

になれる」をテーマに株式会社

MIYACOを創業、株式会社一
（ICHI.INC)を経営する中馬一登

氏が講演しました。

　MIYACOは教育・人材育成事
業、地域創生・観光事業、コミュ

ニティづくり事業、アート・デザ

イン事業、食・健康づくり事業の

5事業を展開している企業であ
り、様々なミッションに取り組ん

でこられました。 
　印象的だったのは氏が動物占い

をマネジメントに取り入れている

という点。人材は「しっかり者」

「いい人」「天才」の3タイプのチ
ームに分類され、ジャンケンよう

な三角関係を形成しています。

個々に占った方も多かったよう

で、情報交換会では動物占いで盛

り上がったテーブルもあったよう

です。飲みニケーションを大事に

している中馬氏、共に成長してい

けるよう、良い人間関係構築はど

この業界でも共通で重要であると

改めて感じさせられました。 
　　　総務広報委員　五十嵐大輔

﻿神奈川県社会福祉法人
経営青年会名刺交換会

R6.1.16　ホテルプラム

神奈川県社会福祉法人
経営青年会総会研修会
R6.2.15　エキニア横浜

　令和6年1月16日ホテルプラム横
浜にて会員交流会を開催しまし

た。会員交流会の参加は24法人、
36名の出席でした。今年は特に新
規入会の方の参加が多く、積極的

な名刺交換が行われていました。

　新型コロナウイルスが5類にな
って以降初の名刺交換会だったの

で、話にも花が咲き、大変有意義

な時間を過ごすことができまし

た。来年も皆様 とご一緒できるこ
とを楽しみにしています。

 総務広報委員　渡邊成仁



関東甲信越静ブロック
社会福祉法人経営青年会

総会研修会
R6.2.21-22　長野

 本総会・研修会は令和6年2月21・
22日に長野県ホテル国際21で開催
された。全参加者数125名、うち
神奈川県8名が参加した。
　開会挨拶では、長野社会福祉法

人経営青年会会長萱垣憲英氏が生

産年齢人口減少、長野県知事阿部

守一代理健康福祉局高出氏が、能

登半島地震をうけて災害弱者への

支援重要性と青年会の活動、長野

県社会福祉協議会会長三木正夫氏

が、能登半島地震で応援すること

の学びから福祉現場のやりがい、

長野県社会福祉法人経営者協議会

会長佐藤正雄氏は時代を創造する

若き青年会で自己研鑽し仲間と切

磋琢磨する機会の大切さについて

述べられ、最後に全国社会福祉法

人経営青年会会長村木宏成氏はこ

の会を準備された長野県青年会へ

の謝辞、介護報酬改定に触れた後

インフレのマインドを変えていく

必要があり、このタイミングでの

研修会はとても期待していると述

べられていた。

（以下、講演内容）

講演１「リーダーのあなたに伝え

たいこと」全国社会福祉協議会会

長村木厚子氏

 　村木氏は過去の自身に起きた郵
便の事件について触れられた。大

阪地検での164日間拘留された体
験は学びが多く、前日まで無意識

に支える側と思っていた自身が拘

拘留一夜にして支えられる側にな

り得ることが思い浮かんだ。1年3
ヵ月の裁判を乗り切るのに必要な

のはプロの支援であり、担当の弘

中弁護士から何度もどう戦いたい

か聞かれ自分の戦いと気づかされ

た。伴奏型と自律型の支援が大切

であり「真実を貫け」のコメント

と知人友人の署名はとても励みに

なった。冤罪はどうして起こるの

か考えると周りから信じてくれる

人が居なくなった時に自白してし

まう「誰かのために」を考え、ま

だ自分の役割があると思った時頑

張れると悟った。一方的に支えら

れるだけでは強くなれず支えるこ

とも大切とされ、入所施設では希

望を伝えすぎるとスタッフが疲れ

ると考え、諦めることを覚えてし

まうのが辛かったと体験した方に

しかわからない貴重なお話を聞く

ことができました。

講演２「地方発『社長学』のスス

メ～Good companyになるために

UNTITLED NO.594

～」株式会社サンクゼール代表取

締役社長久世良太氏

　久世社長は最初に会社は地域の

宝、お代をいただきその中で経費

をコントロールし新しい人材を育

てより良い製品に繋げお代をいた

だく、このサイクルを繰り返し地

域と交わることで唯一無二の会社

となると述べられた。サンクゼー

ルの生い立ちは、くずリンゴと言

われる落ちた青果を安く買い寸

胴で煮詰め砂糖を加えジャムにし

てペンションで出したのが発端で

あった。ペンション経営はベッド

数に売り上げが依存し食事準備、

ベッドメイク、掃除などの重労働

は長く続けられないと考えた先の

ビジネスモデルであった。斑尾高

原農場をブランドとしてジャムを

販売する商売は売れるとわかると

他者が参入し価格競争となり、資

本力の高い企業が勝つため他の道

を模索してきた。フランスでリン

ゴ産地の農家を視察に行き青果と

して売らず蒸留してお酒とし付加
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会社を作っていてそれと経営者

はどう向き合えば良いのかのヒ

ントがたくさん詰まっていまし

た。

　2日間にわたる講演はどれも素
晴らしく経営青年会らしい内容

をふんだんに盛り込んだ有意義

な研修となりました。

　最後の総会では各都道府県会

長が今年度の活動について報告

され、神奈川県の井田会長は研

修委員会、総務広報委員会、各

研究委員会そして会員獲得など

活発な活動報告をされました。

　各都道府県の青年たちとも広

く交流することができ、そのコ

ミュニケーションのなかでもた

くさんの学びがありました。と

ても有意義な機会となりまし

た。

　　総務広報委員　広嶋稔之

は重ならない毎年右肩上がりを少

しずつでも着実に実行して50年以
上増収増益を維持し、研究開発型

企業を目指し全社員の１割を研究

職に位置づけるなど斬新な企業風

土を実現されていた。他にも朝の

清掃など部署を超えてみんなでや

ることを習慣づけており600名の
社員全員に「家族」が浸透してい

った。会社がなくならないこと少

しずつの成長が永続に繋がり希望

が持てることが幸せと話され、会

社が嫌で辞めた人は一人もいない

と自負されていた。漢字の八の意

味を捉え末広がりが大事であり誰

にも平等に接し偉ぶらず儲ける目

的でないと堅く意思を持ち上場し

ないことを決めている。ノルマの

経営は縛られるため自由度を優先

する。利他は損ではない何かの形

で帰ってくると考え、社員の人間

的成長の総和が会社の真の成長で

あるとされた。この講演では人が

価値を付けた販売を知り参考にし

た。会社として実態が必要と判断

し自社ブランド工場を建設し、レ

ストランやワイナリーも開業し

た。当初は上手くいかず融資の返

済に更なる借り入れのスパイラル

を経験したが、この幼少期の経験

が今の経営のモチベーションに繋

がっている。転換期は2億5千万円
の出資者との出会い、ブランド力

を伝えるため直営店を出店。自分

の価値を外から判断されると気づ

いた時に日本独自の良さを見直す

きっかけになり量ではなく質を上

げていくこと、そして人を大切に

する経営を目指し働いている人を

労うのが仕事と考えるようになっ

た。この研修では苦労された幼少

期から今の企業に至るまでの経営

の本質と人材の対峙方法について

たくさん学ぶことができました。

講演３「みんなが幸せになるため

に」伊那食品工業株式会社　最高

顧問塚越寛氏

　企業は何のために存在するの

か？の問いに社員全員の幸せのた

めを第一に考えるとされ利益を上

げることも大事だかそのしわ寄せ

が人件費に偏ってはならないとし

た。仕入れ先も販売先も幸せを感

じることが目的となり、その結果

信用を得ることができると考え、

目指すは家族で成果主義ではなく

年功序列を実施している。大事な

のは手法ではなく目的と据え福利

厚生は会社が全額負担するがん保

険加入に始まり「年輪経営」年輪



「きっかけはK」
 1974年9月、磯野家の三男Kが１
歳の時に、Kの遊び相手として元
内職仲間のこどもMを仕事の間預
かることになりました。オイルシ

ョックの影響で内職仕事がなくな

り家庭外での仕事をする理由でし

た。当時はベビーブームで地域に

はこどもが沢山おり、認可保育所

が足りていない状況で‟こども預
かってくれる人がいる“という噂
はすぐに広まり、1年後の75年に
は無認可の小規模保育施設とな

り、77年には県・市より助成を受
けられる施設となりました。現在

の施設に移るまで、一軒家の二階

で０から２歳児のこども20名の保
育をしていました。

「玄関には靴がいっぱい」

当時の様子、私Kの記憶では、早
朝から大人とこどもがたくさん玄

関を開けてやってくる。昼間は大

人がいそがしく保育をしてこども

はさわがしく過ごしている。夕方

にはお迎えの大人がたくさ帰って

きて大人同士楽しくこどものお話

しをている。日曜日は保育がない

ので家がとても静かに感じまし

た。そして狭い玄関のたたきには

いつも靴がいっぱいでした。

「私たちの保育園をつくろう」

 ２年目、３年目には認可保育園に
入所が決まり転園する子もいまし

たが、いその保育園の保育が良い

と、認可保育園の申請をせずに通

い続ける保護者とこどももいたた

め認可保育所設立に向け社会福祉

法人を設立。当初は広めのプレハ

ブにでも引っ越しと考えていまし

たが、保護者や沢山の座間市民の

協力と応援があり、300坪の土地
に新築鉄筋コンクリート造90名保
育可能な広さに60名の定員という
立派な施設が建設されました。

1980年4月  認可保育所いその保育
園の誕生です。

「子をもつ親の思いをたくされて

50年」
 設立時には‟実家に預けているよ
うな保育所の実践“という思いが
ありました。現在は実践されてお

りませんが、こどもと大人が共同

生活のなかでたすけあい、安心で

きるあたたかい場所つくりを実践

しております。この ‟あたたか
さ“につきましては当時と変わら
ずに今も受け継がれていると私は

思っております。

 
「これからの保育所」

いろいろな保育所があってよいと

思いつつ、私共は無認可保育園の

時のように、いつまでも子どもと

保護者に求められる保育園であり

たいと願います。

   いその保育園　園長　磯野一途

『こどもにふさわしい生活の場として』～実家のような保育園～
 社会福祉法人あららぎ福祉会は、令和5年度で設立４4年目、以来座間市にて保育事業のみ1施設で運

営しております。無認可から数えて５０年目のメモリアルイヤーとなります。

会員施設紹介
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各研究委員会報告

　令和６年１月３１日（水）に保

育研究委員会研修会が開催されま

した。講師に鎌倉女子短期大学部

の寳川雅子様をお招きして「不適

切な保育」をテーマに講演いただ

きました。

 　寳川様は、乳幼児精神保健・保
育・子育て支援を専門とされ、地

域の子育てに関する取り組みや研

修講師などで活躍される一方、

数々の保育に関する書籍を執筆し

ております。今回の講演では、不

適切な保育をテーマに管理職や一

般職を対象として、子どもの人権

保護に至る背景から具体的な事案

まで、保育の現場に寄り添った内

容でご講演いただきました。わず

かな言葉遣いや意識の違いで不適

切と定義づけられてしまう保育現

場において、職員同士の円滑なコ

ミュニケーション、管理職のマネ

ジメント力の重要性を学びまし

た。参加者にとっては日ごろの施

設運営や保育を振り返り、改めて

意識する大変重要な機会となりま

した。素晴らしい研修を行ってく

ださった寳川様に心から感謝申し

上げます。

　　　保育研究委員会　小星直樹

保育研究委員会保育研究委員会保育研究委員会

高齢研究委員会高齢研究委員会高齢研究委員会

　令和５年度高齢研究では令和6
年1月28日（日）より7日間、若年
性アルツハイマーをテーマとした

映画『オレンジ・ランプ』のオン

ライン上映会を開催しました。

　今回の研修では16名の会員や会
員施設の方々にご参加いただき

『社会の理解や共生の重要性につ

いて深く考える機会になった』

『まずは自分の意識から変えてい

きたい』等のご感想を頂いていま

す。

　映画『オレンジ・ランプ』で

は、39歳で認知症の診断を受けた
只野晃一さんの実話に基づいた作

品で、順風満帆な生活を送ってい

たある日、突然 “認知症” の診断
を受けた晃一（主人公）が感じた

社会での葛藤や将来への不安を丁

寧に描かれているとともに、家族

や職場、地域の優しさに支えられ

ながら力強く前に進んでいく主人

公の姿に、私自身とても勇気づけ

られました。

　私も含め高齢者福祉に携わる皆

さんにとって、認知症理解への重

要性は語るまでもありませんが、

“今までの当たり前が失われてい
く当事者の心情” や “本人の葛藤
や認知症であることの勇気ある告

白を周囲が受け入れるまでの課

程” を考えることができました。
　感染症予防のためオンラインに

よる上映会だったので、参加され

た皆さんと直接関わることはあり

ませんでしたが、今後も様々な研

修を実施していきます。

 　最後になりますが、今回ご参加
頂いた皆様に深くお礼を申し上げ

ます。

　　　高齢研究委員会　小倉青龍

～法人が担う専門性を活かした経営戦略のために～
 高齢・保育・障がいの各分野で抱える固有の課題に対し研究を行うことで、

年々変化する社会福祉制度に対応するべく各法人の経営戦略に活かせる取り組みを実施しています。
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今後の活動予定

令和6年7月９日（火）
神奈川県社会福祉法人経営青年会

第1回総会・情報交換会
社会福祉法人経営青年会合同研修会

場所：崎陽軒本店（横浜）

※総会、研修会、情報交換会を同日開催！
これまで参加したことがない会員の方も

名刺を持ってぜひお気軽にご参加下さい！

編集後記

今回はアプリCANVAを用いた広
報紙編集の第2弾となりました。青
年らしく ICT活用を積極的に行
い﻿、従来の配置から3段組の配置に
リニューアルし写真の挿入を増や

すことで、その効果が発揮され、

より会場の臨場感が伝わりやすく

なったと思います。ぜひともご覧

くださいませ！

≪発行≫

神奈川県社会福祉法人経営青年会

≪連絡先≫

〒221-0825
横浜市神奈川区反町3-17-2
神奈川県社会福祉センター7階
（福）神奈川県社会福祉協議会

福祉サービス推進部

Tel:045-534-5662  Fax:045-312-6302

会員状況新入会員

令和6年3月1日現在
会員数　96名
法人数62法人

UNTITLED NO.598

　神奈川県社会福祉法人経営青年会

は神奈川県下の社会福祉事業団体に

所属する若手職員の資質向上、経営

に関する研究・研修、会員相互の交

流を図るための事業を行うことを目

的としている会です。神奈川県社会

福祉協議会経営者部会、全国社会福

祉法人経営青年会との連携のもと活

動しています。

　同年代の法人理事長、理事、施設

長や事務長など、役職者の仲間と交

流・情報交換を行いながら、神奈川

の福祉を盛り上げていきませんか？

年間を通して、随時会員を募集中！

会員資格：神奈川県下の社会福祉事

業団体に所属する満50歳未満の役職

員で、所属法人の代表者の推薦を得

た方

会費：5,000円/年(初年度会費無料）

入会の申し込みは、青年会ホームペ

ージから行えます。1ページのQRコ

ードからホームページへお越しくだ

さい。

岩﨑　拓馬様(愛成会）　
矢島　恵子様(峰延会）　
江頭　幸様(三つ葉会）　
紺野　智秋様(誠幸会）　
古谷田　高穂様(プレマ会）
小泉　良太様(泉心会）　
北沢　秀記様(伸生会）　
萩原　美貴様(大原福祉会）

神奈川青年会
会員拡大中！
神奈川青年会
会員拡大中！
経営青年会では、ただいま会員
拡大を促進しています！

新入会員

神奈川経営青年会会長

井田　友花（三神会）

神奈川経営青年会副会長

金澤　敬祐（敬寿会）

会員の理事長/施設長就任を皆でお祝い

１月には恒例の名刺交換会を開催

年度終了、研修委員会の慰労会


